
呼吸調節における TRPチャネルの関与（S54）

呼吸・循環調節における transient receptor potential（TRP）チャネルの重要性が，最近注
目されてきている．TRP チャネルは，低酸素受容，痛み受容など主に末梢からの求心性入力
情報の形成に関わると考えられるが，さらに呼吸・循環中枢神経活動における直接的な役割の
可能性も指摘されている．呼吸・循環調節におけるこのテーマについての研究は始まったばか
りであり，今後ますます増えることが予想される．本シンポジウムでは，主に呼吸調節と TRP
チャネルについて，最先端の研究を紹介し，将来の研究の方向性などについて議論することを
目的とした．熊本は末梢及び中枢神経系における TRP チャネルの働きについて概説した．さ
らに，痛みの伝達における TRP チャネルの関与について脊髄後角ニューロンにおいて得られ
た最新の知見を報告した．桑木は軽度低酸素刺激による覚醒と呼吸促進における TRPA1 チャ
ネルの重要性について，TRPA1欠損マウスを用いた最新の研究結果を報告した．Neph Marina
は延髄中枢化学受容におけるアストロサイトの受容性を示す結果を紹介し，中枢化学受容にお
ける TRP チャネルの関与を議論した．小泉は，呼吸リズム性脳幹スライスにおいて免疫染色，
Single-cell multiplex RT-PCR ならびに薬理実験（TRP チャネルブロッカー）の手法を用いる
ことにより，TRPM4/TRPC3 メカニズムが，脳幹内 Pre-Bötzinger complex ネットワークに
おける呼吸パターン調節に重要な役割を担っていることを報告した．鬼丸は，TRP チャネル
のアゴニスト，アンタゴニストが延髄呼吸中枢のニューロン活動にどのような作用を及ぼすか
について，新生ラット摘出脳幹―脊髄標本における研究結果を報告した．特にこれらの物質が
細胞膜上の Na/K ポンプあるいは小胞体などの細胞内のターゲットに作用する可能性を提唱
した．

本シンポジウムにより，末梢，中枢を含む呼吸調節における TRP チャネルの重要性が指摘さ
れ，今後の研究の方向性に対しても有用な提言が得られたと考える．
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